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の
砕
け
て
青
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古
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か
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藤
原
町 

斎
藤
雄
次
郎

梅
雨
明
け
て
鄙
の
匂
ひ
の
中
に
立
つ

 

荒
木 

手
島
　
一
海

仰
け
反
っ
て
い
る
炎
天
の
応
援
団

 

荒
木 

藤
田
　
栄
之

流
星
や
わ
が
来
し
方
の
是
非
を
問
ふ

 

矢
場 

高
田
み
つ
子

推
敲
の
雁
字
搦
め
や
蜘
蛛
の
糸

 

西
新
町 

澤
田
　
信
一

船
形
の
漕
ぎ
出
し
そ
う
な
釣
忍

 

谷
郷 

柳
瀬
　
　
久

夕
端
居
終
活
ば
な
し
に
盛
り
上
が
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荒
木 

髙
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よ
ね
子

控
へ
目
に
生
き
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な
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持
田 

園
部
　
貞
雄

万
緑
や
磐
梯
山
の
噴
火
跡

○ 
俳
句
応
募
方
法　
一
人
３
句
以
内
。
毎
月
５
日
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、
は
が
き
・
封
書
で
広
報
広
聴
課
。
な
お
、
一
部
添
削
し
て
掲
載
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
不
要
で
あ
れ
ば
「
添
削
不
要
」
と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
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裂
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間 

西
岡
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男

拍
手
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掻
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消
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ほ
ど
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時
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私
の
作
品

▼
日
時
　
10
月
5
日
㈯
午
前
9
時
〜

10
時
（
午
前
8
時
45
分
集
合
）
※
雨

天
中
止
（
中
止
の
場
合
は
前
日
に
判

断
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
市

公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
周
知
）　
▼
集
合

場
所
　
水
城
公
園
多
目
的
広
場
（
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
駐
車
場
西
側
）　
▼

内
容
　
水
城
公
園
お
よ
び
忍
城
址
を

愛
着
の
あ
る
公
園
に
す
る
た
め
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
を
行
う　
▼

持
ち
物
　
清
掃
用
の
手
袋
、
ご
み
袋　

▼
主
催
　
行
田
の
ま
ち
を
ゴ
シ
ゴ
シ

委
員
会　
▼
問
　
同
委
員
会
事
務
局

（
管
理
課
内
・
内
線
５
７
０
３
、
都

市
計
画
課
内
・
内
線
５
６
０
４
）

▼
日
時
　
9
月
26
日
㈭
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分　
▼
場
所
　
中
央
公

民
館
第
1
学
習
室　
▼
内
容
　
乳
幼

児
向
け
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
や
け

が
・
病
気
の
時
な
ど
の
対
応
に
つ
い

て
救
急
救
命
士
か
ら
教
わ
る　
▼
定

員
　
15
組
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　

１
０
０
円　

▼
主
催
　
育
児
サ
ー

イ
ベ
ン
ト

水
城
公
園
お
よ
び

忍
城
址
周
辺
の
清
掃
活
動

わ
が
子
を
守
ろ
う
！

乳
幼
児
の
た
め
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習

ク
ル
☆
ほ
っ
ぺ　
▼
申
・
問
　
9
月

25
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
同
サ
ー
ク

ル
山
本
☎
０
８
０
―
１
９
３
９
―

１
２
４
０

▼
期
間
　
9
月
9
日
㈪
〜
10
月
19
日

㈯　
▼
場
所
　
き
っ
ず
プ
ラ
ザ
あ
お

い
（
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
、

毎
日
）、
つ
ど
い
の
広
場
「
は
す
の
こ
」

（
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
、火
・
木
・

土
曜
日
）、
つ
ど
い
の
広
場
「
ひ
が
し
」

「
み
な
み
か
わ
ら
」「
さ
く
ら
」（
い
ず

れ
も
午
前
9
時
〜
午
後
2
時
、
月
・

水
・
金
曜
日
）　
▼
内
容
　
期
間
中

に
各
施
設
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
実
施
し
ま
す
。
１
回
の
施
設
利
用

に
つ
き
ス
タ
ン
プ
を
１
つ
押
印
し
ま

す
。
ス
タ
ン
プ
が
5
つ
た
ま
る
と
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
贈
呈
し
ま
す
。　
▼
対

象
　
未
就
学
児　
▼
そ
の
他
　
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
の
台
紙
は
各
施
設
で
配

布
し
ま
す
。　
▼
問
　
き
っ
ず
プ
ラ

ザ
あ
お
い
☎
５
５
３
―
５
７
０
１

▼
日
時
　
10
月
14
日
㈪
午
前
9
時

30
分
開
演
（
午
前
9
時
10
分
開
場
）　

▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ル　

き
っ
ず
プ
ラ
ザ
あ
お
い
＆

つ
ど
い
の
広
場
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

第
41
回
郷
土
芸
能

市
民
の
つ
ど
い

▼
内
容
　
民
謡
、
民
舞
、
新
舞
踊
、

日
本
舞
踊
、
唄
な
ど
の
芸
能
を
披
露　

▼
入
場
無
料
　
▼
主
催
　
郷
土
芸
能

市
民
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会　
▼
後

援
　
埼
玉
県
、
行
田
市
他　

▼
問
　

同
実
行
委
員
会
根
津
☎
５
５
６
―

７
６
０
５

▼
日
時
　
10
月
13
日
㈰
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
2
時　
▼
場
所
　
水
城
公

園
市
民
広
場
（
雨
天
の
場
合
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
）　

▼
内
容
　
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り
な
ど
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。　
▼
主
催
　
青
少
年
育
成
行
田

市
民
会
議　
▼
主
管
　
浮
き
城
の
ま

ち
行
田
こ
ど
も
ま
つ
り
実
行
委
員
会　

▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委
員
会

出
演
者
募
集

　
市
制
施
行
70
周
年
を
記
念
し
、
今

年
は
歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
し
て
く
れ
る
子
供
た

ち
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
中
学
生
以

下
（
個
人
や
団
体
を
問
い
ま
せ
ん
）　

▼
申
・
問
　
電
話
で
浮
き
城
の
ま

ち
行
田
こ
ど
も
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
ひ
と
つ
く
り
支
援
課
内
）
☎

５
５
６
―
８
３
１
９

市
制
施
行
70
周
年
記
念

第
30
回
浮
き
城
の
ま
ち

行
田
こ
ど
も
ま
つ
り

獅子舞を見に行こう

名　　称 日　　時 場　　所 演　　目 内　　容

若小玉の獅子舞
9月15日㈰
午前9時30分
午後7時30分

若小玉の勝呂神
社・大竹稲荷神
社・秋葉神社

橋掛り、花掛
り・鐘巻

午前中は3つの神社で短く演舞
し、夜は勝呂神社で2回演舞し
ます。

野の獅子舞 10月27日㈰
午前9時45分

野の久伊豆神社・
諏訪神社・歓喜天
社・氷川神社

雌獅子隠し
野の久伊豆神社から氷川神社ま
で1日かけて回り、各寺社で演
舞します。

※ 日時、演舞内容は変更になる場合があります。詳細は市ホームページで確認（1カ月前ぐらい）するか文化財
保護課に問い合わせください。

▶問い合わせ　同課文化財保護担当☎553―3581

　市内には現在、6つの地域で獅子舞が継承され、市の無形民俗文化財に指定されています。今回は若小玉、
野の獅子舞についてお知らせします。
　地域の歴史を伝える貴重な民俗芸能の演舞をご覧ください。

イベント

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

会社プロフィール

代表取締役　𠮷田 忠生
【事業内容】 紙、布、ビニール、プラス
チックなど幅広く裁断
【所在地】 佐間3―16―5

顧客に合わせた少量受注と短納期裁断加工
𠮷田断裁所

　
布
や
紙
な
ど
の
裁
断
を
手
が
け
る
有
限
会

社
𠮷
田
断
裁
所
。
少
量
受
注
か
ら
大
量
受
注

ま
で
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
代
表
取
締
役
で
あ
る
𠮷
田
忠
生
さ
ん
の
実

家
は
縫
製
業
を
営
ん
で
い
ま
し
た
が
、
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
に
よ
り
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
の
受

注
が
多
く
、
大
量
に
帆
布
を
裁
断
す
る
仕
事

が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
55
年
、
現
在
の

場
所
に
有
限
会
社
𠮷
田
断
裁
所
を
構
え
ま
し

た
。

　
時
代
が
進
む
に
つ
れ
、
裁
断
は
大
量
注
文

が
主
と
な
り
、
手
作
業
か
ら
機
械
に
変
わ
っ

て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
𠮷
田
断
裁
所

も
大
型
の
断
裁
機
を
導
入
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
機
械
で
作
業
し
て
も
、
顧
客
に
満

足
し
て
も
ら
う
た
め
に
細
部
に
わ
た
っ
て
手

作
り
の
よ
う
な
仕
上
が
り
に
な
る
よ
う
心
掛

け
て
い
ま
す
。

　
𠮷
田
断
裁
所
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
機
械
を
導

入
し
て
お
り
幅
広
い
受
注
生
産
が
可
能
で

す
。
受
注
の
一
例
と
し
て
、
住
宅
の
ビ
ニ
ー

ル
ク
ロ
ス
、
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
、
壁
紙
の

サ
ン
プ
ル
、
床
材
の
裁
断
な
ど
。
珍
し
い
も

の
で
は
ひ
な
人
形
の
着
物
の
裁
断
も
行
っ
て

い
て
、
人
形
の
着
物
は
パ
ー
ツ
ご
と
に
裁
断

し
、
複
雑
な
首
の
部
分
は
抜
型
を
使
う
な
ど

細
か
な
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
会
社
は
取
締
役
で
息
子
の
宗
敬
さ

ん
を
含
め
た
社
員
10
人
で
操
業
し
て
い
ま

す
。
忠
生
さ
ん
は
「
大
量
生
産
が
普
通
で
あ

る
こ
の
業
界
で
少
量
注
文
を
理
由
に
依
頼
を

断
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
納
期
も
出

来
る
限
り
短
く
し
て
お
客
様
に
満
足
し
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
自

社
の
こ
だ
わ
り
で
も
あ
り
ま
す
」
と
語
り
ま

す
。

　
宗
敬
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
は
顧
客
の
ニ
ー

ズ
を
ど
こ
ま
で
掘
り
下
げ
ら
れ
る
か
が
重
要

で
す
。
切
れ
る
物
に
関
し
て
は
何
で
も
切
れ

る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
」
と
熱
く
語
り
ま

す
。「
お
客
様
か
ら
、
あ
れ
は
で
き
ま
す
か

こ
れ
は
で
き
ま
す
か
と
相
談
さ
れ
て
、
要
望

ど
お
り
で
き
た
時
の
喜
び
は
次
の
仕
事
の
や

り
が
い
に
繋
が
り
ま
す
」
と
親
子
二
人
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
𠮷
田

断
裁
所
は
顧
客
の
さ
ま
ざ
ま
な
注
文
に
迅
速

か
つ
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。


